
菊陽町クーリングシェルター指定要領 

 

１ 目的 

この要領は、気候変動適応法に基づく指定暑熱避難施設（以下「クーリングシェ

ルター」という。）の指定について、町内に所在する民間施設（以下「施設」とい

う。）の指定において必要な要件を定め、熱中症による健康被害の発生を防止する

ことを目的とする。 

 

２ 実施内容 

クーリングシェルターは、町民の休息場所として主として次の内容を実施する。

（１） 施設利用の有無にかかわらず、暑さから避難する町民が適切に休息できる 

空間の提供 

（２） 休息用の椅子、ソファー等の準備（既設のもので可） 

（３） 空調の適切な管理 

（４） 施設の出入り口等見やすい場所への案内やポスター等の掲示 

 

３ 指定要件 

クーリングシェルターの指定基準は、次の条件を満たす施設とする。 

（１） 適当な冷房設備を有すること。（定期的にメンテナンスされており、受入

可能人数に応じた適切な機能を有した冷房設備） 

（２） 熊本県に熱中症特別警戒情報が発表された場合に開放可能日時において当

該施設等を町民に開放することができること。 

（３） 町民の滞在のために必要かつ適切な空間を確保すること。 

（４） 町と施設等の管理者（以下「施設管理者」という。）との間において、別

に定める指定及び運用に関する協定を締結し、施設管理者がその内容を履行

できること。 

 

４ 運用期間 

クーリングシェルターの運用期間は、国の定める４月の第４水曜日から１０月の

第４水曜日までとする。 

また、予防的な措置として熱中症特別警戒情報の発表時以外においても、町民へ

開放するよう努める。 

 

５ 応募方法 

指定を受けようとする施設管理者は別記様式の「菊陽町クーリングシェルター指

定申請書」に必要事項を記入の上、健康・保険課へ提出する。 

 

 



６ 経費の負担 

（１） クーリングシェルターの開放による冷房設備の電気代等の必要な経費は、 

施設の負担とする。 

（２） 利用者が施設に損害を与えた場合であっても、町は損害賠償を負わない。 

 

７ クーリングシェルターの指定 

（１） 指定方法 

応募があった施設のうち、「３ 指定要件」を満たすものを、町長がクーリ

ングシェルターとして指定する。なお、指定にあたり、町は施設管理者との間

において、協定を締結するものとする。 

（２） 指定の期間と更新 

指定の期間については、初年度は、協定締結日から熱中症警戒情報の運用期

間が終了する日までとし、翌年度以降は、熱中症警戒情報の運用期間とする。 

なお、期間満了の１か月前までに協定の更新をしない旨の申出がなかった場

合には、引き続き同一の条件で１年間更新されるものとし、以後も同様とす

る。 

（３） 指定の解除 

町は指定の期間中であっても、次の要件により指定を解除することができ

る。 

① 指定要件を満たさなくなった場合 

② 施設より指定の解除の申し出があった場合 

③ 町がクーリングシェルターとしてふさわしくないと判断した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


